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近現代世界経済重層化の歴史的諸段階Ⅰ
─ 近現代世界帝国の形成・確立・成熟・衰退・消滅過程─    
                                

























































を ｢産業帝国体制 ｣として捉える。そして、1880 年代以降から 1920 年
代までの世界帝国の成熟期を ｢覇権帝国体制 ｣として、さらに 1930 年代














































Ⅰ  世界経済構造と世界体制の転換過程をどう捉えるか 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B.C.3 万 3千年 Cro-magnon  Man
B.C.8 千年 新石器時代 ､農業開始
B.C.5 千年 ４大文明 ､農耕法･灌漑制度の開始
B.C.3 千年 青銅器時代 ､都市国家形成 ､文字使用
B.C.1 千年 鉄器時代 ､古代国家（アッシリア･フェニキア ､商･周）
B.C.5 世紀 アテネ（ギリシア文化 : 多神論 ､ 自然科学 ､ 合理的）､ ペルシア ､
東周（春秋･戦国時代）､儒教（Confucianism: 無神論 ､現実的 ､道
徳的）




A.D.4 世紀 ロ－マ帝国の衰退期（Dominatus 時代）､ 中華経済圏の分裂の時
代
西洋 :Hebraism（一神論 ､超歴史）優位でのHellenism の融合
東洋 :Buddhism（有神論 ､超歴史）優位での Confucianism の融合
東･西の中世の始まり
10-12 世紀 中世盛期 ､東（宋）･西（都市国家）で Confucianism と Hellenism
の復権
13世紀 「中世世界帝国」モンゴルによる世界商業の本格化
14-15 世紀 東･西のルネサンス ､封建制の解体 ､都市の発達 ､商品経済と貨幣
経済の発達 ､ヨ－ロッパ経済圏の成立 ､東･西の近世の始まり









1880's 以降 重化学工業化 ､植民地の再分割 ､帝国対帝国の対立構図 ､覇権帝
国体制（中核国 : 独占資本主義）､多角的決済網の確立 ､近現代世
界帝国の成熟期
1930's 以降 機械関連製造業化 ､国家主導の内包的経済体制 ､国家対国家の対
立構図 ､覇権国家体制（中核国 : 国家独占資本主義）､インフレ政
策 ､近現代世界帝国の衰退期
1990's 以降 ＩＴ化 ､証券化 ､超国籍資本家対世界労働可能人口間の対立構図、
絶対的･相対的貧困の世界化 ､遺伝子操作による生命改造 ､社会･

























や新自由主義を清め、さらにナショナリズムを超えて ｢敬人 ｣・｢ 敬物 ｣
のヒュ－マニズムに基づいた地球共同体を築いていかなければならない。
　このような人類の近未来像を展望する上で、古代世界帝国の崩壊過程は















16 世紀から 19 世紀の半ばまでの世界経済の構造変化とこれに伴う世界
体制の転換過程、すなわち ｢商業帝国体制 ｣の確立とここから ｢産業帝国
体制 ｣への移行過程を検討する。続くⅢ章では、すでに地球上の全地域と
全人類を包摂し「限りある世界」の時代が始まったイギリス帝国の成熟・
衰退期である、19 世紀末から 20 世紀末までの現代世界帝国の世界経済
重層化と世界体制の転換過程（｢産業帝国体制 ｣から ｢覇権帝国体制 ｣へ、


































u.Engels,F.,Die deutsche Ideologie,1845-46（｢ ドイツ･イデオロギ－ ｣､
大内兵衛・細川嘉六監訳『マルクス =エンゲルス全集』､大月書店 ､第
3 巻 ､ 7-73 ペ － ジ /do.,Manif-est der Kommunistischen Partei,1848
（「共産党宣言 ｣､ 大内兵衛・細川嘉六監訳『マルクス =エンゲルス全
集 』、 大 月 書 店、 第 4 巻、473-508 ペ － ジ ）/do., Zur Kritik der 
politischen Okonomie,Vorwort,1859（｢ 経済学批判 ｣ 序言 , 大内兵衛・
近現代世界経済重層化の歴史的諸段階（Ⅰ）114
細川嘉六監訳『マルクス =エンゲルス全集』､ 大月書店 ､ 第 13 巻、
5-9 ペ－ジ）を参照されたい。
*5 　日本の大塚史学に関しては、河合康夫 ｢ 資本主義的世界体制の成
立 ｣､ 馬場哲・小野塚知二編『西洋経済史学』所収 ､ 東京大学出版会、















確立 ･ 成熟 ･ 衰退 ･ 消滅過程を形づくった世界経済の構造変化が、中
華経済圏、ユ－ラシア経済圏、その他地域経済圏からではなく、他な
らぬこの地中海経済圏の再統合から始まったからである。
　 　ローマ帝国の衰退期については、M.Rostovtzeﬀ 『ロ－マ帝国社会経済
史』（坂口明訳）、東洋経済新報社、2001 年、502-758 ペ－ジを参照さ
れたい。
